
 

『枕草子』長単位データを用いた相の類の分析 

 

冨士池 優美（国立国語研究所 コーパス開発センター）† 

 

 The Adjectives and the Adverbs in Makura-no-Soushi: 
An Analysis Based on Long-unit-word 

Yumi Fujiike  (Center for Corpus Development, NINJAL) 

 

１．はじめに 

国立国語研究所では現在、「日本語歴史コーパス」の準備が進められている。日本語歴史

コーパスの形態論情報については、言語単位として「短単位」「長単位」の 2 種類を採用し、

それぞれに代表形・品詞等の情報を与える1。 

冨士池（2012b）では『枕草子』長単位データを用いて、随想的章段・類聚的章段・日記

的章段の章段分類を別ジャンルの文章と見立て、品詞比率の比較を行った。その結果、名

詞率・形容詞率は類聚的章段で高く、日記的章段で低く、随想的章段はその中間となった。

また、副詞率は章段分類の別なくほぼ一定であった。一般に形容詞率や副詞率といった相

の類の比率は名詞率と負の相関関係が認められるものだが、負の相関関係が認められない

ことが確認された。これは形容詞や副詞といった相の類が『枕草子』で多用されているこ

との現れと考えられる。 

本発表では『枕草子』の相の類に注目し、どのように用いられているのか、実態を探る。 

 

２．問題の所在 

２．１ 冨士池（2012b） 

まず、『枕草子』長単位データを用いて、随想的章段・類聚的章段・日記的章段の章段分

類を別ジャンルの文章と見立て、品詞比率の比較を行った冨士池（2012b）について、概要

を示す。 

（１）調査対象 

調査にあたり、準備中の『枕草子』長単位データを用いた。ここで、言語単位の概要を

説明したい。日本語歴史コーパスでは言語単位として、短単位・長単位の 2 種類を採用し

ている2。短単位は言語の形態的側面に着目して規定された言語単位であり、意味を持つ最

小の単位（最小単位）を規定した上で、その最小単位を短単位認定規定に基づいて結合さ

                                                   
† yfujiike@ninjal.ac.jp 
1 短単位データについては「日本語歴史コーパス 平安時代編（先行公開版）」として、『枕草子』を含む

仮名文学作品 10 作品を公開中。 http://www.ninjal.ac.jp/corpus_center/chj/ 
2 「日本語歴史コーパス」中古和文の単位認定基準は「現代日本語書き言葉均衡コーパス」で用いた認定

基準を中古和文に対応できるように変更・拡張したものである。短単位の認定基準については小椋秀樹・

須永哲矢（2012）、長単位の認定基準ほか概要については冨士池（2012a）を参照。 
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せる（または結合させない）ことにより、短単位を認定する。これに対して長単位は構文

的側面に着目して規定された言語単位であり、文節を規定した上で、文節を長単位認定規

定に基づいて自立語と付属語に分割することにより、長単位を認定する。例えば「小野-小

町」「たへ-がたし」「うつくし-げ」は短単位では「-」の位置で切り離されるが、長単位で

は一まとまりとなる。短単位と長単位は同じ品詞体系を持つ。 

章段分類の認定については、池田亀鑑（1963）の分類に基づき、「随想」「随筆」となっ

ているものを随想的章段、「分類」となっているものを類聚的章段、「日記」となっている

ものを日記的章段とした3。これらが混在する章段もある。新編全集で「一本」とある章段

については分類が不明であったため、調査対象からは除外した。 

（２）調査結果 

従来行われてきたテキストを特徴付ける指標として、主要な品詞比率を章段分類別に求

めたほか、樺島忠夫・寿岳章子（1965）で提案された品詞比率に基づく指標である MVR（後

述）を用いて、各章段分類の文体的特徴の把握を試みた。資料規模があまりに小さい章段

と章段分類が混在する章段は除外し、随想的章段・類聚的章段・日記的章段のいずれかか

ら延べ語数の多い 50 章段を取り出し、調査対象とした。50 章段で全体の約 6 割に当たる。 

品詞比率 

図 1 に示した名詞率・動詞率・形容詞率・副詞率は「各品詞の延べ語数／総語数」であ

る。「Z」は随想的章段、「R」は類聚的章段、「N」は日記的章段を示し、ひげの下端が最小

値、上端が最大値、箱の下端が第 1 四分位点、横線が中央値、上端が第 3 四分位点、ひげ

から外れた点は軽度の外れ値である。 

 
図 1 章段分類別の品詞比率 

図 1 から、日記的章段の名詞率が他の章段分類と比較して低い様子が見てとれる。また、

類聚的章段では章段による名詞率のばらつきが大きい。動詞率については、類聚的章段に

おける章段によるばらつきの大きさが名詞率以上に目立つ。日記的章段の動詞率がやや高

くなっている。形容詞率は名詞率と似た傾向を示しており、日記的章段の形容詞率は他の

章段分類と比較して低い。副詞率はばらつきの差がややあるものの、章段分類による大き

な差異は見られなかった。小磯ほか（2008）や冨士池ほか（2010）は現代書き言葉を対象

                                                   
3 章段分類の認定に関しては諸説あり、定番と言えるような基準がないようである。今回の調査では、内

容を重視し、池田（1963）に基づくこととした。 

  名詞率     動詞率        形容詞率        副詞率 
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図 2 名詞率と MVR（『枕草子』章段分類別） 
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とした調査であるが、名詞率と動詞率・形容詞率・副詞率は負の相関にあった。これに対

して冨士池（2012b）の調査結果では形容詞率が名詞率と正の相関を示しており、副詞率も

負の相関は見られなかった。 

MVR 

名詞の比率は文章の特質を表し、名詞の比率に応じて他の品詞もある傾向を持って変化

する、つまり文章のジャンルによって品詞の割合が決定されると考えられる。自立語につ

いて、品詞をその機能によって、体（名詞類）・用（動詞）・相（形容詞・形状詞・副詞・

連体詞）・他4の四つに分類したとき、体の類と、用・相それぞれの類の関係を見るにあたり、

樺島・寿岳（1965）は MVR という指標を提案した。MVR は「MVR＝100×相の類の比率

／用の類の比率」の式で表される。体の類の比率（以下、名詞率とする）は、一般に要約

的な文章で大きく、描写的な文章で小さいとする。また、MVR の値が大きいほどありさま

描写的であり、MVR の値が小さいほど動き描写的と考えられるとし、名詞率と MVR の組

み合わせから以下のような文体的特徴が見出せるとした5。 

名詞率：大、MVR：小  要約的な文章 

名詞率：小、MVR：大  ありさま描写的な文章 

名詞率：小、MVR：小  動き描写的な文章 

この指標を用いて、品詞比率から見る文体

的特徴の把握を試みた。横軸に名詞率、縦軸

に MVR を取った散布図を図 2 に示す。左下

から右上にかけて、概ね日記的章段（黒）、

随想的章段（白）・類聚的章段（灰）の順で

並んでいる様子が見てとれる。文体的特徴と

しては、日記的章段は名詞率が小さく MVR

も小さい「動き描写的」な文章、随想的章段

は日記的章段と重なるが MVR がやや高く

「ありさま描写的」な文章であり、類聚的章

段は樺島・寿岳（1965）では示されていない、

名詞率が大きく MVR も大きい文章という

ことになる。類聚的章段は名詞率が高く、動詞率が低く、形容詞率が高いということで文

体的特徴を「動き描写の少ない」文章としておく。「×」は『枕草子』全体の名詞率と MVR

を示すものであり、ほぼ中心に位置している。これまで『枕草子』の品詞比率と考えられ

てきたものは、名詞率・MVR 共にばらつきがあるものが集約された結果であると言えるだ

                                                   
4 樺島忠夫（1950）の分類による。樺島・寿岳（1965）にならい、「他」については数が少ないため省略

した。 
5 樺島・寿岳（1965）p.30-36。単位の長さについては言及がないが、品詞の説明に「大きな区分として自

立語と附属語との二種に分かれる」（p.27）とあることから、文節に基づく長い系列の単位、つまり長単位

相当と推測される。 
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図 3 名詞率と MVR（図 2＋『古典対照語い表』） 

ろう。 

このような『枕草子』の各章段の名詞率・MVR の分布は中古和文の中でどのような位置

付けになるのだろうか。他の作品と比較を試みるため、参考程度ではあるが、図 2 に『古

典対照語い表』に基づく同様の散布図を重ね合わせたものを図 3 に示す。「＊」が『古典対

照語い表』に基づくもの（作品の略称を付した）で、白・灰・黒・×の点が図 2 の点であ

る。『古典対照語い表』所収の他作品と比較すると『枕草子』は名詞率が 44.2％、MVR が

69.5 となっており、名詞率が小

さく MVR が高い「ありさま描

写的」な文章と見える。『蜻蛉

日記』は名詞率が低く MVR も

やや低めで、『枕草子』の日記

的章段と同傾向に見え、似た品

詞構成から成る可能性がある。

その一方で類聚的章段のよう

に MVR が高いものは『古典対

照語い表』所収作品には見られ

なかった。各章段分類と他作品

との関係については、本来、単

位を揃えて慎重に検討すべき

問題であり6、他作品の長単位デ

ータ整備後の課題としたい。 

 

 

２．２ 問題の所在 

『枕草子』はこれまで、名詞率に対して MVR、つまり動詞に対する形容詞類の割合が高

いと考えられてきたが、冨士池（2012b）では名詞率・MVR が共に高い類聚的章段、名詞

率・MVR が共に低い日記的章段、名詞率・MVR が共に中間的（他作品と比較すると MVR

が高い可能性がある）随想的章段という、異なる品詞比率を持つ文章の集合体であること

が明らかになった。特に類聚的章段は、『古典対照語い表』所収の他作品との比較の限りで

は、他に類を見ない品詞比率に見える。MVR は動詞に対する形容詞類の割合であるが、冨

士池（2012b）では動詞率は名詞率と負の相関があり、一般的な傾向を示していた。そこで、

本稿では相の類（形容詞・形状詞・副詞）に注目し、どのように用いられているのか、章

段分類別に見ることで実態を探る。 

                                                   
6 『古典対照語い表』の単位は文節に基づくものであり「長単位」に近いものであるが、一部接辞を認め

ていないため（「御」を冠する語はそれを除いた形式を 1 単位として認める等）、短単位と対応するものも

ある。 
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３．『枕草子』相の類の分析 

３．１ 調査概要 

調査にあたっては『枕草子』全体の対象とした長単位データを使用する7。随想・類聚・

日記のいずれかの要素が混在する章段を「混在」章段とし、新編全集で「一本」とある章

段については「不明」とした。ここで、『枕草子』の資料規模として、各章段分類の章段数・

延べ語数（長単位）を表 1 で確認しておく。 
表 1 各章段分類の章段数・延べ語数 

随想 類聚 日記 混在 不明 計

章段数 97 140 50 12 28 327
延べ語数 17643 15094 34604 6392 1497 75230  

『枕草子』における相の類の用いられ方を見るにあたって、章段分類別に相の類の頻度・

比率、名詞・動詞・形容詞・形状詞8・副詞の相関関係から、相の類の各品詞が各章段分類

でどのように用いられているのかを見る。また、高頻度語やコレスポンデンス分析（対応）

を通して、各章段分類で相の類のどのような語が用いられているのかを確認する。 

 

３．２ 調査結果 

（１）品詞比率 

章段分類別相の類の頻度と比率を表 29に示

す。比率は「各品詞の延べ語数／総語数」で、

２．１節の図 1 には表示されていない平均値

を示したものである。図 1 と表 2 から日記的

章段は相の類の比率が随想・類聚と比較して

低く、形容詞においてそれが顕著であること

がわかる。また、類聚で副詞の中央値は高いが平均比率は低く、他の章段分類と比べて副

詞の比率が低い章段が多い様子がうかがえる。このように、相の類の中でも章段分類によ

り品詞構成に差がある様子が確認できる。 

（２）品詞比率の相関関係 

２．１節では名詞率と MVR の相関を見たが、MVR は動詞と相の類の比率を見る指標で

あり、動詞及び相の類に属する各品詞の比率が集約されてしまい、前項（１）で見たよう

な章段分類による品詞構成の差が捉えきれない。そのためここでは各品詞の相関関係を見

る。図 4 に普通名詞・動詞・形容詞・形状詞・副詞それぞれの比率（自立語中の割合）の

相関を示す。図 4 の点はそれぞれ随想的章段（白）・類聚的章段（灰）、日記的章段（黒）、

混在章段・不明（濃い灰）である。 

                                                   
7 冨士池（2012b）は 2012 年 8 月時点の長単位データを使用したが、本稿では 2012 年 12 月時点のもの

を使用した。全体を対象としたため極端な結果を示す章段もある。例えば第 19 段「たちは」の場合、「た

ちは たまつくり。」のみであり、自立語について見たときの品詞比率は名詞率 100%となる。 
8 形状詞は形容動詞語幹に相当する。 
9 計は随想・類聚・日記のほか、混在・不明を含む。 

随想 類聚 日記 計

形容詞 907 820 1293 3435
5.14% 5.43% 3.74% 4.57%

形状詞 236 184 246 774
1.34% 1.22% 0.71% 1.03%

副詞 710 520 1431 2969
4.02% 3.45% 4.14% 3.95%

計 1853 1524 2970 7178
10.50% 10.10% 8.58%

表 2 各章段分類の相の類の頻度・比率 

295



 

図 4 普通名詞・動詞・形容詞・形状詞・副詞の相関 

普通名詞との相関に注目する

と、動詞は左上に類聚（灰）、右

下に日記（黒）・随想（白）とな

っており、負の相関があるように

見えるが、形容詞・形状詞・副詞

はそれぞれ異なる様相を見せて

いる。形容詞は類聚（灰）が負の

相関を示しているが全体的に比

率が高く、日記（黒）はある一定

の低めの範囲に固まり、随想（白）

は一部が正の相関を示している

ように見える。形状詞は名詞の割

合とは関係なくある一定の範囲

にある。副詞は類聚（灰）が形容

詞と同様に負の相関を示してお

り、日記（黒）・随想（白）はあ

る一定の範囲にあるが、形状詞と比べるとばらつきが大きい。ここから、形容詞・副詞に

おいて名詞と負の相関関係が見出せなかったのは、日記（黒）・随想（白）の品詞構成によ

るものであることが確認できる。「猫は、上のかぎり黒くて、腹いと白き。」（第 50 段・猫

は）など類聚的章段に多く、モノとその描写という性格を持ち動詞を必ずしも必要としな

いことから、名詞率に関わらず形容詞率が高い傾向にある。また、「冬は、いみじう寒き。

夏は、世に知らず暑き。」（第 114 段・冬は10）、「坤元録の御屏風こそ、をかしうおぼゆれ。

漢書の屏風はおぼしくぞ聞えたる。月次の御屏風もをかし。」（第 278 段・坤元録の御屏風

こそ、をかしうおぼゆれ）のような比較的短い随想的章段で、名詞率と形容詞率が共に高

くなっていた。その一方で日記的章段を中心に名詞率・形容詞率が共に低い章段がある。「大

進生昌が家に、宮の出でさせたまふに、東の門は四足になして、それより御輿は入らせた

まふ。」とはじまる第 6 段などが代表的なものであるが、日記的章段は他章段と比べて名詞

率が低く、動詞率が高い傾向にある。『枕草子』中に、名詞率・形容詞率が共に高い章段と、

共に低い章段が混在するため、結果として名詞率と形容詞率が負の相関を示さなかったこ

とがわかる。 

 

（３）章段分類別頻度上位語 

ここまで比率を見てきたが、ここでは各章段分類でどのような語が使われているのかを

確認する。表 3 に形容詞・形状詞・副詞の章段分類別頻度上位 10 語を示す。全章段分類頻

度上位 10 語に含まれない語に網掛けを付した。網掛けした語を見ると、「若し」は類聚に 7

                                                   
10 池田（1963）では随想的章段と分類されていたが、「～は」型であり類聚的章段と類似の品詞構成を持

つものと考えられる。章段分類には再考の余地があるものと考える。 
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例、日記に 13 例あり、随想にやや多い程度である。一方で「疾し」のように全 63 例中 43

例が日記と出現章段分類に偏りがあるものもあり、比率だけではなく語に関しても、章段

分類による差がある様子がうかがえる。 

表 3 形容詞・形状詞・副詞の章段分類別頻度上位 10語 

随想 907 類聚 820 日記 1293 随想 236 類聚 184 日記 246 随想 710 類聚 520 日記 1431
可笑し 166 可笑し 93 いみじ 159 哀れ 19 哀れ 29 哀れ 16 いと 215 いと 172 いと 250
いみじ 86 無し 61 可笑し 109 清気 17 流石 8 然様 8 然 45 然 27 然 95
良し 45 いみじ 55 無し 105 鮮やか 8 可笑し気 7 漫 8 猶 39 猶 21 唯 75
無し 44 憎し 32 めでたし 66 然様 8 更 7 無下 7 少し 31 唯 19 猶 75
白し 26 めでたし 29 疾し 43 忍びやか 7 憎気 7 大き 6 唯 27 必ず 14 皆 66
めでたし 25 良し 25 怪し 37 細やか 7 清気 6 可笑し気 6 又 17 少し 14 如何で 49
憎し 18 白し 20 憎し 32 可笑し気 6 大き 4 清気 6 数多 15 又 14 え 49
近し 16 近し 18 良し 29 更 6 汚気 4 顕証 6 え 15 え 13 又 45
若し 16 多し 16 多し 27 大き 5 心殊 4 まめやか 6 皆 14 良く 11 少し 39
多し 15 怪し 14 近し 24 艶やか 5 唯 4 密か 6 まいて 13 未だ 10 など 39
高し 15 無下 5 徒然 4 皆 10

形容詞 形状詞 副詞

 
 

（４）コレスポンデンス分析 

ここでは、コレスポンデンス分析（対

応分析）で章段分類と相の類の高頻度語

との対応を確認する。相の類の頻度上位

20 語のコレスポンデンス分析結果の散

布図を図 5 に示す。分析には統計分析パ

ッケージ R の ca パッケージの ca 関数を

用いた。第 1 次元の寄与率は 80.33％、第

2 次元の寄与率は 19.67％であった。図 5

では第 1 次元の正の方向に日記、負の方

向には随想・類聚が布置されており、第

1 次元は日記とその他を分ける軸、第 2

次元は随想と類聚を分ける軸と見ること

ができる。第 1 次元を見ると、正の方向

に、日記と共に「如何に」「如何で」「猶」

「然」「唯」「皆」「又」「え」といった副

詞、「いみじ」「怪し」「めでたし」といっ

た形容詞が布置された。副詞はほぼ正の方向に布置されており、動き描写にあたり用いら

れる語と言える。例外である「いと」は程度の甚だしい様を表すものであり、主に形容詞

が布置された負の方向に共に布置され、ありさま描写に用いられたと見ることができる。

第 2 次元を見ると、正の方向に随想及び「可笑し」「良し」が、負の方向に類聚及び「哀れ」

「憎し11」が布置された。「めでたし」「可笑し」「良し」「哀れ」は共に肯定的な評価を表す

                                                   
11 「憎し」は第 26 段「にくきもの」での多用が影響したものと考えられる。「形容詞＋もの」型章段は多

くあるが、その形容詞が章段中に多用されることは少なく、「にくきもの」は例外と言える。 

-0.6 -0.4 -0.2 0.0 0.2 0.4 0.6

-0
.6

-0
.4

-0
.2

0.
0

0.
2

0.
4

0.
6

随想

類聚

日記いと

可笑し

いみじ

無し

然
猶

唯

めでたし

良し

皆

少し

憎し

又 え

哀れ

白し

多し

如何に

怪し

如何で

第 次元1

第
次
元

2

図 5 相の類頻度上位 20語の散布

297



 

語であるが、「めでたし」は日記を、「可笑し」「良し」は随想を、「哀れ」は類聚をそれぞ

れ特徴付ける語と考えられる。 
 
４．終わりに 

『枕草子』長単位データを用いて品詞構成とその相関関係について章段分類別に見たと

ころ、日記的章段で動詞率が高いこと、類聚的章段や短い随想的章段で動詞率が極端に低

く名詞率・形容詞率が共に高いことが確認された。『枕草子』中に、名詞率・形容詞率が共

に高い章段と、共に低い章段が混在するため、結果として名詞率と形容詞率が負の相関を

示さなかったと言えるだろう。また、相の類の頻度上位語とそのコレスポンデンス分析か

ら、日記的章段で副詞が動き描写に用いられ、随想・類聚的章段では形容詞がありさま描

写に用いられたことや、肯定的な評価を表す形容詞類の中でも章段分類により差がある様

子がうかがわれた。 

 
付 記 

本稿は、国立国語研究所共同研究プロジェクト「通時コーパスの設計」（プロジェクトリー

ダーは近藤泰弘客員教授）の成果の一部である。また、用いた新編全集『枕草子』の電子

テキストは、小学館から上記プロジェクトのために提供されたものである。 

 

文 献 

池田亀鑑（1963）『全講枕草子』至文堂 

小椋秀樹・須永哲矢（2012）「中古和文 UniDic 短単位規定集」、平成 21（2009）－平成 23

（2011）年度科学研究費補助金基盤研究（C）「和文系資料を対象とした形態素解析辞書

の開発」研究成果報告書 2 （http://dl.dropbox.com/u/73297026/report/unidic-EMJ_rulebook2012.pdf よ

りダウンロード可能） 

樺島忠夫（1950）「類別した品詞の比率に見られる規則性」『国語国文』24-6 

樺島忠夫（1988）『日本語はどう変わるか －語彙と文字－』岩波書店 

樺島忠夫・寿岳章子（1965）『文体の科学』綜芸舎 

小磯花絵・小木曽智信・小椋秀樹（2008）「短単位情報に基づくジャンル間の文体に関する

分析」『特定領域研究「日本語コーパス」平成 20 年度全体会議予稿集』、pp.99-106 

冨士池優美・小西光・小椋秀樹・小木曽智信・小磯花絵（2010）「長単位に基づく媒体・カ

テゴリ間の品詞比率に関する分析」、特定領域「日本語コーパス」平成 22 年度公開ワー

クショップ予稿集、pp. 273-280 

冨士池優美（2012a）「中古和文における長単位の概要」、第 2 回コーパス日本語学ワークシ

ョップ予稿集、pp.51-58 

冨士池優美（2012b）「枕草子の語彙――章段分類に注目して――」、第 101 回国語語彙史研

究会（2012 年 9 月 29 日）口頭発表資料 

宮島達夫編（1971）『古典対照語い表』笠間索引叢刊 4、笠間書院 

298


	『枕草子』長単位データを用いた相の類の分析（冨士池 優美）
	１．はじめに
	２．問題の所在
	２．１ 冨士池（2012b）
	２．２ 問題の所在

	３．『枕草子』相の類の分析
	３．１ 調査概要
	３．２ 調査結果

	４．終わりに
	付 記
	文 献



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




